
1月6日（木）  2022新年旗開き（徳島グランヴィリオホテル）
2月4日（金）  2022春季生活闘争開始宣言徳島集会・「連合白書」
                  学習会　（徳島県労働福祉会館別館５階ホール）
2月19日（土） 徳島県中小労働対策本部第31回定期総会・
                   研修会（ふれあい健康館）
3月4日（金）　2022季生活闘争勝利3．4徳島県総決起集会
                                           （徳島グランヴィリオホテル）

◎
◎

◎

◎

当面の日程

 

※わたしのゆめ」絵画コンクール作品募集中！
  詳細は連合徳島のホームページをご参照ください。

　謹んで新春をお祝い申し上げます。昨年、一昨年と新型コロナウイル
スの感染拡大に伴う未知の出来事の連続に、大変なご苦労・ご奮闘を
続けてこられたと思います。心より敬意を表します。
　今期の運動方針では、コロナ禍が浮き彫りにした諸課題に向き合い、
新しい運動スタイルを構築しつつ、「すべての働く仲間をまもり、つなぐた
めの集団的労使関係の追求と、社会に広がりのある運動」、「安心社会
とディーセント・ワークをまもり、創り出す運動」および「ジェンダー平等
をはじめとして、一人ひとりが尊重された『真の多様性』が根付く職場・
社会の実現」などの推進を掲げています。
　誰一人取り残されることのない、持続可能で包摂的な「働くことを軸と
する安心社会」の実現に向けて、「必ずそばにいる存在」として、すべて
の働く者の代表として、ともに着実に前に進んでまいりましょう。
本年も連合に対する一層のご支援をお願いするとともに、皆さまの益々
のご健勝とご活躍を祈念いたします。

大谷会長の発声で団結ガンバロー
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仲
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日本労働組合総連合会

会  長  芳 野　友子

2022  新年のご挨拶

す
べ
て
の
働
く
仲
間
と
と
も
に「
必
ず
そ
ば
に
い
る
存
在
」へ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
、
連
合
徳
島
の
運
動
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
結
成
30
周
年
を
迎
え
た
連
合
が
提
起
し
た
、
連
合
ビ
ジ
ョ
ン「
働
く

こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会 

│ 

ま
も
る
・
つ
な
ぐ
・
創
り
出
す 

│
」は
、
こ

れ
ま
で
連
合
が
運
動
の
基
軸
と
し
て
き
た
価
値
観
を
継
承
・
深
化
さ
せ
、
２

０
３
５
年
を
展
望
し
た
社
会
像
を
描
き
出
し
ま
し
た
。

　

提
起
の
背
景
に
は
、
こ
の
間
、
市
場
原
理
主
義
が
世
界
を
席
巻
し
て
き
た

中
、わ
が
国
に
お
け
る
不
安
定
雇
用
の
拡
大
と
中
間
層
の
収
縮
、貧
困
・
格
差

の
拡
大
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
加
速
す
る
人
口
減
少
・
超
少
子
高
齢
化
を
は

じ
め
、遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
機
能
強
化
、個

別
企
業
の
競
争
力
確
保
の
取
り
組
み
を
超
越
す
る
産
業
構
造
の
転
換
と
ギ
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー（
従
来
の
働
き
方
で
あ
る「
会
社
に
雇
わ
れ
て
長
期
的
な
仕
事
を

行
う
」こ
と
と
は
異
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
等
を
通
じ

て
短
期
的
な
労
働
が
お
こ
な
わ
れ
る
市
場
の
こ
と
）の
進
展
、
地
域
を
育
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
劣
化
な
ど
、
社
会
経
済
の
持
続
可
能
性
に
対
す
る
強
い
問
題

意
識
が
そ
の
裏
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
力
は
社
会
経
済
の
成
長
と
発
展
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
す
が
、
わ
が

国
は
人
口
減
少
下
に
あ
り
、情
報
技
術
の
さ
ら
な
る
革
新
は
、相
対
的
に
前
向

き
に
受
け
止
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、
飛
躍
的
な
生
活
者
の
利
便
性
向

上
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
労
働
の
未
来
に
も
た
ら
す
負
の
側
面
が
不
安
視
さ

れ
て
い
ま
す
。人
間
本
位
の
技
術
革
新
の
あ
り
方
と
そ
の
追
求
が
一
層
、
重
要

性
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、世
界
で
は
気
候
変
動
に
伴
う
自
然
災
害
の
頻
発
・
激
甚
化
、紛
争
や

テ
ロ
、
そ
し
て
、
一
般
市
民
へ
の
弾
圧
や
人
種
差
別
の
拡
大
な
ど
、
極
め
て
深

刻
な
事
態
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
は
、
国
際
社
会
の

協
力
と
行
動
が
不
可
欠
で
す
。同
時
に
、
こ
れ
ら
課
題
の
背
景
に
潜
む
、
自
然

環
境
に
対
す
る
不
寛
容
、
短
期
的
な
視
座
に
も
と
づ
く
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な

政
治
勢
力
の
台
頭
、
国
家
間
、
民
族
・
人
種
間
な
ど
の
対
立
と
分
断
な
ど
、
国

際
社
会
が
自
ら
招
い
て
き
た
と
も
言
え
る
現
実
か
ら
目
を
逸
ら
す
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
推
進
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
（
従
来
の
財
務
情
報
だ
け
で
な
く
、
環
境
＝Environm

ent

・
社
会
＝

Social

・
ガ
バ
ナ
ン
ス
＝Governance

要
素
も
考
慮
し
た
投
資
）
の
拡
大
な

ど
、
世
界
全
体
の
包
摂
的
な
成
長
と
平
和
の
実
現
に
向
け
た
動
き
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、
社
会
課
題
の
解
決
に
私
た
ち
の
労
働
運
動

は
い
か
な
る
貢
献
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。私
た
ち
に
は
、
労
働
運
動
と
い
う

社
会
的
資
源
を
、
多
様
性
に
も
と
づ
く
誰
も
が
安
全
・
安
心
に
く
ら
せ
る
社

会
づ
く
り
に
活
か
し
、
健
全
な
民
主
主
義
を
牽
引
し
て
い
く
役
割
が
あ
る
は

ず
で
す
。今
後
と
も
連
合
徳
島
が
、
す
べ
て
の
働
く
仲
間
と
と
も
に
「
必
ず
そ

ば
に
い
る
存
在
」と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
良
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
私
た
ち
連
合
運
動
に
対
す
る
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
お
支
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

連
合
徳
島
は
、
２
０
２
１
年

11
月
26
日
、
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

リ
オ
ホ
テ
ル
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点

か
ら
、
各
構
成

組
織
か
ら
１
名

が
出
席
す
る
代

表
代
議
員
制
に

て
連
合
徳
島
第

33
回
定
期
大
会

を
開
催
し
た
。

　

吉
野
副
会
長

（
全
水
道
）
の
開

会
挨
拶
の
あ
と
、

鈴
木
代
議
員
（
自
治
労
）、
堺

代
議
員
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）
を
議
長
団

に
選
出
し
た
。

　

大
谷
会
長
か
ら
の
挨
拶
で
は

「
第
49
回
衆
議
院
選
挙
に
て
、

連
合
徳
島
が
推
薦
し
た
徳
島
第

２
区
の
中
野
ま
ゆ
み
氏
の
当
選

を
勝
ち
取
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
徳
島
第
１
区
の
結

果
に
つ
い
て
は
喜
ば
し
い
結
果

と
な
っ
た
。
総
選
挙
の
日
程
が

予
想
よ
り
前
倒
し
と
な
っ
た
中

で
、
各
構
成
組
織
・
地
協
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
。

全
国
の
選
挙
結
果
は
自
民
・
公

明
に
絶
対
安
定
多
数
を
超
え
る

議
席
獲
得
を
許
し
、
日
本
維
新

の
会
が
躍
進
し
た
だ
け
で
、
国

民
民
主
党
は
少
し
伸
び
た
も
の

の
立
憲
民
主
党
に
至
っ
て
は
改

選
前
か
ら
14
議
席
を
減
ら
す
結

果
と
な
っ
た
が
真
摯
に
受
け
止

め
て
今
後
の
運
動
に
繋
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
阿
南

市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、

推
薦
の
橋
本
ゆ
き
こ
氏
、
藤
本

け
い
氏
、
福
谷
み
き
お
氏
３
名

全
員
の
当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
で
き
た
。
た
だ
、
藍
住
町
長

選
挙
に
お
い
て
推
薦
し
た
、
み

わ
浩
美
氏
の
当
選
を
勝
ち
取
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
改

め
て
、
ご
支
援
頂
い
た
各
構
成

組
織
・
地
協
・
組
合
員
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
皆
様
に
重
ね
て
感
謝

す
る
。
全
国
一
般
徳
島
地
方
労

組
内
で
発
生
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
・
誹
謗
中
傷
・
人
権
侵
害
に

つ
い
て
、連
合
徳
島
は
現
在「
特

別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
今
回

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
対
す

る
見
解
と
再
発
防
止
の
考
え
方

を
示
す
た
め
に
調
査
と
議
論
を

進
め
て
い
る
」
と
述
べ
た
あ
と
、

自
身
の
体
調
に
つ
い
て
も
説
明

を
し
た
。

　

続
い
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露

と
島
事
務
局
長
よ
り
２
０
２
１

年
度
活
動
経
過
報
告
、
辻
財
政

局
長
よ
り
２
０
２
１
年
度
一
般

会
計
報
告
、
松
本
会
計
監
査
か

ら
２
０
２
１
年
度
会
計
監
査
報

告
、
中
川
副
会
長
よ
り
組
織
財

政
検
討
委
員
会
報
告
と
役
員
推

薦
委
員
会
報
告
が
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
島
事
務
局
長
か

ら
第
１
号
議
案
・
連
合
徳
島
２

０
２
２
年
度
〜
２
０
２
３
年
度

運
動
方
針
（
案
）
の
重
点
分
野

と
し
て
、「
す
べ
て
の
働
く
仲

間
を
ま
も
り
、
つ
な
ぐ
た
め
の

集
団
的
労
使
関
係
の
追
及
と
、

社
会
に
広
が
り
の
あ
る
運
動
の

推
進
」「
安
心
社
会
と
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
ま
も
り
、

創
り
出
す
運
動
の
推
進
」「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
は
じ
め
と
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
た

『
真
の
多
様
性
』
が
根
付
く
職

場
・
社
会
の
実
現
」
等
に
つ
い

て
提
起
し
た
。
続
い
て
、
辻
財

政
局
長
か
ら
第
２
号
議
案
・
２

０
２
１
年
度
連
合
徳
島
一
般
会

計
剰
余
金
処
理
（
案
）、
第
３

号
議
案
・
２
０
２
２
年
度
連
合

徳
島
会
計
予
算
（
案
）、
第
４

号
議
案
・
２
０
２
２
年
度
〜
２

０
２
３
年
度
役
員
選
出
（
案
）

に
つ
い
て
提
案
し
た
。
そ
の
後
、

大
谷
会
長
か
ら
第
５
号
議
案
・

表
彰
（
案
）
に
つ
い
て
提
起
し
、

満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
退
任

と
な
っ
た
田
村
元
副
会
長
（
Ｊ

Ｐ
労
組
）、松
本
元
副
会
長
（
自

治
労
・
県
職
労
）
の
２
名
が
表

彰
さ
れ
た
。
第
５
号
議
案
・
顧

問
の
委
嘱
（
案
）
に
つ
い
て
も

承
認
さ
れ
、
新
居
元
会
長
に
顧

問
を
委
嘱
し
た
。

　

旧
役
員
の
挨
拶
で
は
、
退
任

し
た
松
本
光
弘
（
自
治
労
・
県

職
労
）
と
合
田
泰
弘
（
運
輸
労

連
）
が
挨
拶
。
大
会
宣
言
（
案
）

を
藤
田
副
会
長
が
提
案
し
、
満

場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
、
原
内

副
会
長
の
閉
会
挨
拶
の
後
、
大

谷
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

閉
会
し
た
。

各構成組織から選出の代表代議員
５３人が参加
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阿南市議会議員選挙

２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
県
共
闘
会
議
発
足
総
会

各構成組織から２５人が参加連合徳島執行部から11人が参加

道行く人にアピールする弁士ら

アピールボードを持って県民に周知

2022春闘共闘会議議長に就任した大谷会長

福谷みきお
（791票26位）

藤本圭（1,467票７位）

橋本ゆきこ
（1,668票３位）

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

全
国
一
斉
行
動

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅

月
間・雇
用
保
険
等
を
周
知

連合徳島推薦候補
全員が当選

　

２
０
２
１
年
12
月
10
日
、
徳

島
県
労
働
福
祉
会
館
５
０
２
会

議
室
に
て
、「
２
０
２
２
春
季
生

活
闘
争
徳
島
県
共
闘
会
議
発
足

総
会
」
を
感
染
症
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
規
模
を
縮
小
し
て
開

催
し
、
連
合
徳
島
構
成
組
織
等

か
ら
25
人
が
参
加
し
た
。

　

総
会
議
長
に
徳
島
県
中
小
労

働
対
策
本
部
井
内
議
長
が
選
出

さ
れ
、
主
催
者
を
代
表
し
て
連

合
徳
島
大
谷
会
長
か
ら
、「
２
０

２
２
春
闘
は
２
年
続
け
て
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
の
闘
争
と
な
り
産

業
に
よ
っ
て
依
然
厳
し
い
状
況

に
お
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
と
は
言
え
、
昨
年
と
は
か
な

り
状
況
が
異
な
る
と
認
識
し
て

い
る
。Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
回
復
途
上
に

あ
り
、
２
０
２
１
年
度
末
に
は

コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
ほ
ぼ
回
復

す
る
と
も
見
ら
れ
て
い
る
。労

働
組
合
は
、
し
っ
か
り
と
賃
上

げ
を
含
め『
人
へ
の
投
資
』を
求

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
自
ら
の
企
業
の
状
況
や

雇
用
・
労
働
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、現
状
を
認
識
し
、そ
の
上
で

５
年
後 

10 

年
後
の
未
来
の
姿

を
描
き
、
そ
こ
に
到
達
す
る
道

筋
を
考
え
て
い
く
、
こ
の
作
業

を
労
使
で
共
有
し
て
こ
そ
未
来

は
つ
く
ら
れ
る
、
と
の
思
い
か

ら
連
合
全
体
と
し
て
２
０
２
２

春
闘
で
は『
未
来
づ
く
り
春
闘
』

を
掲
げ
、
す
べ
て
の
組
合
が
賃

上
げ
に
取
り
組
む
と
と
も
に
集

団
的
労
使
関
係
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。徳
島
県

春
闘
共
闘
会
議
は
一
体
と
な
り

全
力
で
取
り
組
み
闘
っ
て
い

く
。」と
挨
拶
。

　

島
事
務
局
長
か
ら
の
総
会
議

案
提
起
で
は
、
２
０
２
２
春
季

生
活
闘
争
の
方
針
と
し
て「『
未

来
を
つ
く
る
。み
ん
な
で
つ
く

る
。』の
２
０
２
２
春
季
生
活
闘

争
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
『
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』
の
実

現
に
向
け
、
働
く
仲
間
が
共
闘

し
て
未
来
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

す
。す
べ
て
の
組
合
が
賃
上
げ

に
取
り
組
み
『
底
上
げ
』『
底
支

え
』『
格
差
是
正
』
を
加
速
さ
せ

て
分
配
構
造
を
転
換
す
る
突
破

口
と
す
る
。２
０
２
２
春
闘
の

基
盤
整
備
と
し
て『
雇
用
の
維

　

２
０
２
１
年
11
月
７
日
告
示
、

14
日
投
開
票
と
な
っ
た
阿
南
市

議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
連

合
徳
島
推
薦
立
候
補
者
全
員

（
橋
本
ゆ
き
こ
・
藤
本
圭
・
福

谷
み
き
お
）
の
当
選
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
た
。

　
　

出
身
組
織
・
推
薦
組
織
は

も
と
よ
り
、
連
合
徳
島
構
成
組

織
に
お
け
る
支
援
組
織
と
し
て

の
全
面
的
な
ご
協
力
に
心
よ
り

感
謝
す
る
。

　

２
０
２
１
年
10
月
18
日
徳
島

労
働
局
と
の
労
働
問
題
連
絡
協

議
会
を
開
催
し
、
中
川
副
会
長

を
筆
頭
に
10
人
が
参
加
し
た
。

　

伊
藤
徳
島
労
働
局
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
連
合
徳
島
を
代
表

し
中
川
副
会
長
か
ら
、
「
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
５
波
に

よ
り
国
民
生
活
は
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
。
自
治
体
に
お

　

２
０
２
１
年
10
月
13
日
、Ｊ

Ｒ
徳
島
駅
前
で
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ

コ
ア
ゲ
応
援
団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
徳
島
駅
前
街

宣
行
動
を
開
催
し
、
連
合
徳
島

各
構
成
組
織
等
か
ら
21
人
が
参

加
者
し
、「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
／
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら

し
い
仕
事
」「
徳
島
県
最
低
賃
金

８
２
４
円
が
10
月
１
日
か
ら
発

効
」に
つ
い
て
、ア
ピ
ー
ル
ボ
ー

ド
を
掲
示
し
周
知
活
動
を
行
っ

た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
小
合
副
会

長
か
ら
、
連
合
が
全
国
各
地
で

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
／
働
き

が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事

の
実
現
を
求
め
た
行
動
の
紹
介

事
例
と
し
て
連
合
加
盟
で
あ
る

茨
城
県
内
の
大
型
家
電
量
販
店

３
社
の
労
働
組
合
が
、
会
社
側

と
労
働
条
件
の
交
渉
に
お
い
て
、

契
約
期
間
の
定
め
の
な
い
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
く
組
合
員
の
年
間

所
定
休
日
に
関
す
る
労
働
協
約

を
締
結
し
た
。そ
の
後
、こ
れ
ら

の
労
働
組
合
は
厚
生
労
働
大
臣

に
『
労
働
協
約
の
地
域
的
拡
張

適
用
』
を
労
組
法
第
18
条
第
１

項
に
基
づ
き
申
立
て
を
し
、
９

月
22
日
、
厚
生
労
働
大
臣
は
地

域
的
拡
張
適
用
の
決
定
に
関
す

る
公
告
が
発
出
と
な
っ
た
。こ

の
事
に
よ
り
、
茨
城
県
内
の
大

型
家
電
量
販
店
で
フ
ル
タ
イ
ム

と
し
て
働
く
労
働
者
に
、
労
働

協
約
で
締
結
さ
れ
た
所
定
休
日

が
同
じ
日
数
の
１
１
１
日
以
上

と
決
ま
っ
た
。今
回
の
決
定
は
、

協
約
当
事
者
に
限
ら
ず
労
働
組

合
の
無
い
未
組
織
労
働
者
の
労

働
条
件
の
維
持
・
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
と
な
っ
た
」
と
訴
え

た
。

　

続
い
て
、
徳
島
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
川
越
会
長
、
立
憲
民

主
党
徳
島
県
連
代
表
・
庄
野
昌

彦
県
議
会
議
員
か
ら
は
、「
奨
学

い
て
も
職
員
数
の
減
に
よ
り
臨

時
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
が
、

時
給
１
，
０
０
０
円
以
下
で
単

年
度
更
新
で
あ
る
現
状
を
踏
ま

え
る
と
全
体
の
底
上
げ
が
必
要

と
考
え
る
。
誰
も
が
安
心
し
て

幸
せ
な
人
生
と
な
る
よ
う
問
題

解
決
に
向
け
議
論
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
「
雇
用
環
境
・
均
等

持
・
創
出
、
社
会
的
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
維
持
・
強
化
、
労

使
協
議
の
実
施
』『
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
で
生
み
出
し
た
付

加
価
値
の
適
正
分
配
』『
賃
金
水

準
闘
争
を
強
化
し
て
い
く
た
め

の
取
り
組
み
』『
集
団
的
労
使
関

係
の
輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
』

を
展
開
し
て
い
く
。」
と
述
べ
、

徳
島
県
共
闘
会
議
は
①「
賃
金

要
求
」 

②「
す
べ
て
の
労
働
者

の
立
場
に
た
っ
た
働
き
方
」
の

改
善 

③「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・

多
様
性
の
推
進
」に
つ
い
て
、具

体
的
な
労
働
条
件
の
要
求
内
容

と
行
動
計
画
お
よ
び
闘
い
の
体

制
を
確
認
し
、
大
谷
会
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
発
足
総
会
を

終
了
し
た
。

徳
島
労
働
局
と

労
働
問
題
連
絡
協
議
会
を
開
催

室
」
「
労
働
基
準
部
」
「
職
業

安
定
部
」
か
ら
法
改
正
の
ポ
イ

ン
ト
や
徳
島
県
内
に
お
け
る
雇

用
や
労
働
状
況
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
意
見
交
換
に
移
っ
た
。

参
加
者
か
ら
①
コ
ロ
ナ
後
遺
症

に
よ
る
労
災
認
定
の
現
状
に
つ

い
て
②
増
え
た
労
災
の
詳
細
に

つ
い
て
③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
④
助
成
金
の
周
知

方
法
に
つ
い
て
⑤
発
注
者
会
議

に
つ
い
て
⑥
計
画
年
休
５
日
取

得
状
況
な
ど
の
質
問
に
対
し
、

労
働
局
側
か
ら
一
定
の
考
え
方

や
方
向
性
が
示
さ
れ
終
了
し
た
。

２
０
２
２
春
闘
ス
ロ
ー
ガ
ン

   ﹁
未
来
を
つ
く
る
︒み
ん
な
で
つ
く
る
︒﹂

金
制
度
の
あ
り
方
と
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
に
つ
い
て
」「
立
憲
民
主
党

が
求
め
る
政
策
の
あ
り
方
」
な

ど
に
つ
い
て
訴
え
た
。

　
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
徳
島
駅
前
街
宣
行
動
を
２

０
２
１
年
12
月
３
日
徳
島
駅
前

に
て
開
催
し
、
連
合
徳
島
各
構

成
組
織
等
か
ら
の
21
人
が
参
加

し
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
Ｔ
Ｈ
Ｅ
格
差

社
会/

Ｎ
Ｏ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

等
の
ア
ピ
ー
ル
ボ
ー
ド
を
使
っ

て
周
知
活
動
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
大
谷
会
長

か
ら
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
設
け
ら

れ
た『
休
業
支
援
金
』や『
雇
用

調
整
助
成
金
』
の
財
源
は
雇
用

保
険
で
あ
り
、
そ
の
財
源
が
不

足
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
。『
休

業
支
援
金
』の
支
出
は
、今
年
９

月
中
旬
ま
で
に
１
，８
０
０
億

円
超
、『
雇
用
調
整
助
成
金
』に

つ
い
て
も
、４
兆
４
，６
５
４
億

円
と
な
り
、
雇
用
保
険
財
政
が

逼
迫
す
る
こ
と
は
数
字
の
上
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。審
議
会

に
お
い
て
保
険
料
率
の
議
論
が

始
ま
っ
た
が
、
引
き
上
げ
に
よ

る
負
担
増
を
避
け
る
た
め
私
た

ち
労
働
組
合
と
経
済
団
体
は
税

金
の
投
入
を
求
め
て
い
る
。今

後
、雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
働
く
仲
間
が
『
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
』
で
守
ら
れ

る
制
度
が
必
要
で
あ
る
」
と
訴

え
た
。

　

続
い
て
、
連
合
徳
島
・
民
間

中
小
部
会
井
内
本
部
長
か
ら
は
、

「
２
０
２
１
年
末
一
時
金
と
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
」に
つ
い
て
、

四
国
労
働
金
庫
徳
島
営
業
本
部

新
居
本
部
長
か
ら
は
、「
働
く
仲

間
が
作
っ
た
金
融
機
関
と
し
て

労
働
金
庫
の
取
り
組
み
」
な
ど

に
つ
い
て
訴
え
、
街
宣
行
動
を

終
了
し
た
。
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第１３回定期大会 │
女
性
委
員
会
第
33
回
定
期
総
会 

│

徳島県中小労働対策本部
清田副議長があいさつ

小畑委員長があいさつ

各構成組織から延べ２６人が参加

島執行委員長の発声で
団結ガンバロー

藤田委員長団結ガンバロー

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」を
学
習

柔
軟
で
力
強
い
組
織
づ
く
り
に
、

運
動
強
化
へ
意
思
統
一

　

２
０
２
１
年
12
月
６
日
、
連

合
徳
島
女
性
委
員
会
第
33
回
定

期
総
会
を
労
働
福
祉
会
館
５
０

２
会
議
室
に
お
い
て
、
議
長
に

自
治
労
の
藤
川
真
紀
さ
ん
、
大

会
運
営
委
員
に
全
国
一
般
の
川

田
真
琴
さ
ん
を
選
出
し
開
催
し

た
。

　

開
会
に
あ
た
り
連
合
徳
島
女

性
委
員
会
藤
田
委
員
長
は
、「
第

49
回
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
は
、

徳
島
２
区
に
連
合
徳
島
が
推
薦

す
る「
中
野
ま
ゆ
み
」さ
ん
を
擁

立
し
闘
っ
た
が
残
念
な
結
果
と

な
っ
た
。
徳
島
１
区
は
「
仁
木

博
文
」
氏
が
無
所
属
で
立
候
補

し
、
選
挙
区
で
初
当
選
し
た
。

ま
た
、
阿
南
市
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
は
推
薦
候
補
者
全
員

「
橋
本
ゆ
き
こ
」「
藤
本
圭
」「
福

谷
み
き
お
」
氏
が
当
選
。
藍
住

町
長
選
挙
で
連
合
が
推
薦
し
た

「
み
わ
浩
美
」さ
ん
は
善
戦
及
ば

ず
惜
敗
と
な
っ
た
。来
夏
に
行

わ
れ
る
第
26
回
参
議
院
議
員
選

挙
に
お
い
て
、
連
合
の
推
薦
す

る
候
補
者
へ
の
支
援
を
お
願
い

す
る
。

　

自
治
労
全
国
一
般
に
お
い
て
、

当
時
の
委
員
長
に
よ
る
書
記
次

長
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
。調
査
に
よ
る

と
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
以
外

に
人
権
侵
害
も
行
わ
れ
て
お
り
、

絶
対
に
起
き
て
は
な
ら
な
い
事

件
で
あ
り
、
再
発
防
止
に
努
め

る
の
は
当
然
な
が
ら
、
二
次
被

害
の
防
止
、
裁
判
に
対
す
る
支

援
を
お
願
い
す
る
」
と
あ
い
さ

つ
。

　

続
い
て
三
木
事
務
局
長
よ
り

２
０
２
１
年
度
経
過
報
告
お
よ

び
２
０
２
２
年
度
年
間
活
動
方

針
を
提
起
し
満
場
一
致
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
総
会
宣
言
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
つ
い
て
採
択
し
、
藤
田

女
性
委
員
長
の「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
閉
会
し
た
。

　

２
０
２
１
年
12
月
17
日
、連
合

徳
島
会
議
室
に
お
い
て
、連
合
徳

島
地
域
ユ
ニ
オ
ン
第
13
回
定
期

大
会
を
開
催
し
、地
域
ユ
ニ
オ
ン

組
合
員
等
８
名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、連
合
徳
島
地
域
ユ
ニ
オ

ン
島
執
行
委
員
長
か
ら
、１
年
間

を
振
り
返
っ

て
の
地
域
ユ

ニ
オ
ン
の
取

り
組
み
と
２

０
２
１
年

「
労
働
組
合

基
礎
調
査
」

の
結
果
か
ら

「
労
働
組
合

員
数
１
，０

０
０
万
人
は
維
持
す
る
も
推
定

組
織
率
は
低
下
し
て
お
り
、女
性

の
労
働
組
合
員
数
は
増
加
と
な

っ
て
い
る
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
は
減
少
と
な
っ
て
い
る
。引

き
続
き
総
力
を
挙
げ
て
組
織
拡

大
に
取
り
組
み
、集
団
的
労
使
関

係
の
輪
を
広
げ
す
べ
て
の
働
く

仲
間
を
ま
も
る
こ
と
で『
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』の
実

現
を
め
ざ
す
」と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
の

あ
と
、２
０
２
１
年
度
活
動
経
過

報
告
・
２
０
２
１
年
度
会
計
報

告
を
山
本
書
記
長
か
ら
報
告
。２

０
２
１
年
度
会
計
監
査
報
告
を

松
本
会
計
監
査
か
ら
報
告
し
た
。

２
０
２
２
年
度
活
動
方
針（
案
）・

２
０
２
２
年
度
会
計
予
算（
案
）・

２
０
２
２
年
度
役
員
体
制
（
案
）

に
つ
い
て
山
本
書
記
長
が
提
案

し
、参
加
者
全
員
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
、島
執
行
委
員
長
の
閉
会
挨

拶
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
定
期

大
会
を
終
え
た
。

　

２
０
２
１
年
10
月
23
日
、徳
島

県
労
働
福
祉
会
館
５
０
２
号
室

に
て
、徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本

部
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
労
働
安
全

衛
生
セ
ン
タ
ー
、連
合
徳
島
青
年

委
員
会
合
同
Ｗ
ｅ
ｂ
学
習
会
を

開
催
し
、構
成
組
織
等
か
ら
23
人

が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し
て
中

小
労
働
対
策
本
部
清
田
副
議
長

か
ら「
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
落
ち
着

い
て
は
来
た
が
、集
団
感
染
を
予

防
す
る
観
点
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に

よ
る
学
習
会
を
開
催
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。様
々
な
災
害
時
に
お

け
る
心
構
え
と
対
処
の
仕
方
に

つ
い
て
皆
さ
ん
と
学
ん
で
い
き

た
い
」と
挨
拶
。

　

徳
島
大
学
大
学
院 

社
会
産
業

理
工
学
研
究
部 

内
海
准
教
授
に

よ
る
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
で
は
「
自
然
災
害
・
特

殊
災
害
・
人
為
災
害
に
よ
り
、脅

威
が
目
に
見
え
ず
大
き
な
社
会

的
混
乱
や
医
学
的
に
説
明
が
つ

か
な
い
身
体
症
状
、主
観
的
な
健

康
の
低
下
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、

健
康
・
行
動
・
社
会
・
経
済
へ

の
影
響
に
及
ぶ
。
コ
ロ
ナ
禍
の

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
影
響
で
は
、身

　

２
０
２
１
年
12
月
６
日
、
徳

島
県
労
働
福
祉
会
館
５
０
２
号

体
的
反
応
（
頭
痛
・
体
の
痛
み
・

胃
の
不
調
・
皮
膚
の
発
疹
）、
慢

性
的
な
健
康
問
題
、
精
神
的
な
健

康
状
態
の
悪
化
、
タ
バ
コ
・
ア
ル

コ
ー
ル
の
摂
取
量
の
増
加
に
表

れ
る
。
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
調

査
で
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
人
の
増
加
が
み
ら
れ
、
ス
ト
レ

ス
を
高
め
る
原
因
に
（
孤
独
感
・

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
不
眠
・

不
安
）
が
あ
げ
ら
れ
、
ス
ト
レ
ス

室
に
お
い
て｢

連
合
徳
島
青
年
委

員
会
２
０
２
２
総
会｣

が
開
催
さ

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
を
考
慮
し
参
加
者
人
数

を
抑
え
、
各
構
成
組
織
等
か
ら

25
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
開
会
の
挨
拶
を
畠
山

幹
事
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）
が
述
べ
た
後
、

議
長
に
岡
久
代
議
員
（
電
力
総

連
）
が
選
出
さ
れ
総
会
が
進
め

ら
れ
た
。
連
合
徳
島
青
年
委
員

会
を
代
表
し
て
小
畑
委
員
長

（
電
力
総
連
）
は
、｢

し
っ
か
り

と
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
っ
て

ぶ
れ
ず
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
対

策
や
、
目
先
の
利
益
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
変
化
や
失
敗

を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
を
評
価
す
る
環
境
の
中
、

た
と
え
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
っ
て

２
０
２
２
年
度
活
動
方
針

                 

満
場
一
致
で
承
認

連合徳島地域ユニオン

ワークルール検定（初級）
学習会を２回開催

　

徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部

は
２
０
２
１
年
９
月
26
日
と
10

月
24
日
の
両
日
に
「
ワ
ー
ク
ル

ー
ル
検
定
２
０
２
１
・
秋
」

（
初
級
）
の
受
験
に
向
け
て
、

徳
島
市
内
の
ふ
れ
あ
い
健
康
館

第
２
会
議
室
に
て
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
検
定
学
習
会
を
開
催
し
、
延

べ
26
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
山
本
副
事

務
局
長
か
ら
の
挨
拶
の
あ
と
、

初
級
・
中
級
の
合
格
者
で
も
あ

る
、
農
協
労
連
広
峰
副
執
行
委

員
長
を
講
師
に
学
習
会
を
開
催
。

過
去
に
出
さ
れ
た
受
験
問
題
か

ら
20
問
の
模
擬
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
、
後
の
答
え
合
わ
せ
に
お
い

て
、
正
解
の
導
き
方
と
誤
解
し

や
す
い
点
の
説
明
が
さ
れ
た
。

　

本
年
度
の
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検

定
に
は
、
徳
島
県
や
労
働
局
、

経
営
者
協
会
な
ど
の
後
援
の
も

と
、
徳
島
県
労
働
福
祉
会
館
別

館
５
階
ホ
ー
ル
に
て
11
月
28
日

に
「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
２
０

２
１
・
秋
」（
初
級
）
が
開
催
さ

れ
、
検
定
試
験
に
構
成
組
織
内

か
ら
20
名
が
受
験
し
た
。　

緩
和
に
は
（
健
康
的
な
睡
眠
習

慣
・
楽
観
性
）
が
必
要
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
の
対
処
と
し
て
、
情
報

と
の
付
き
合
い
方
（
事
実
の
把

握
・
動
揺
さ
せ
る
報
道
を
見
る

時
間
を
減
ら
す
）、
身
体
面（
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
・
運
動
・
睡
眠
・

タ
バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
過
剰
摂

取
を
抑
え
る
・
定
期
的
な
健
康

診
断
）、
楽
し
め
る
活
動（
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
時
間
づ
く
り
・
楽
し

め
る
活
動
）、
つ
な
が
り（
信
頼
す

る
人
に
相
談
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
で
の
つ
な
が
り
・
状
況

に
よ
り
専
門
家
へ
の
相
談
）
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」
と
述

べ
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
労
働
安
全

衛
生
セ
ン
タ
ー
森
本
理
事
長
が

閉
会
挨
拶
を
述
べ
学
習
会
を
終

え
た
。

も
、
高
い
再
現
性
を
発
揮
で
き

る
、
柔
軟
で
力
強
い
組
織
づ
く

り
が
大
切
で
あ
る
。
も
し
出
番

が
少
な
く
て
も
、
く
さ
る
こ
と

な
く
、
人
に
言
わ
れ
て
や
る
の

で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
、
可

能
な
形
で
チ
ー
ム
に
貢
献
し
て

い
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
ち
、

１
人
ひ
と
り
が
主
役
と
し
て
、

し
っ
か
り
と
自
己
を
確
立
す
る
。

ま
た
、
人
に
依
存
せ
ず
、
チ
ー

ム
と
し
て
問
題
解
決
に
取
り
組

み
、
メ
ン
バ
ー
の
交
代
等
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
高
い
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
継
続
で
き
る
、
柔

軟
で
力
強
い
組
織
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。
共
に
頑
張

っ
て
い
こ
う
！｣
と
徳
島
ヴ
ォ
ル

テ
ィ
ス
の
「（
Ｗ
Ｅ 
Ａ
Ｒ
Ｅ
）
Ｏ

Ｎ
Ｅ
」
コ
ン
セ
プ
ト
と
重
ね
熱

い
思
い
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
連
合
徳
島
を
代
表

し
て
島
事
務
局
長
か
ら
「
日
頃

の
連
合
徳
島
青
年
委
員
会
の
取

り
組
み
と
運
営
を
評
価
す
る
と

と
も
に
、
活
動
に
感
謝
す
る
。

こ
の
後
、
活
動
方
針
と
活
動
計

画
、
新
役
員
体
制
が
決
議
さ
れ

る
が
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ

せ
て
青
年
の
立
場
か
ら
も
連
合

運
動
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い｣

と

挨
拶
。

　

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
堂
免

幹
事
（
全
国
一
般
）
が
披
露
の

後
、
２
０
２
１
年
度
活
動
経
過

報
告
を
新
居
事
務
局
長
（
自
治

労
）
よ
り
報
告
が
さ
れ
全
員
の

拍
手
で
承
認
。

　

第
１
号
議
案
：
２
０
２
２
年

度
青
年
委
員
会
活
動
方
針
及
び

活
動
計
画
（
案
）
①
基
本
的
な

活
動
に
つ
い
て
②
研
修
会
、
交

流
行
事
等
に
つ
い
て
③
連
合
本

部
、
連
合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

活
動
に
つ
い
て
、
第
２
号
議

案
：
２
０
２
２
年
度
連
合
徳
島

青
年
委
員
会
役
員
体
制
（
案
）

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
満
場
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

新
旧
役
員
の
挨
拶
で
は
、旧
役

員
と
な
っ
た
堂
免
真
也
幹
事（
全

国
一
般
）
よ
り｢

青
年
委
員
会
の

活
動
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を

学
び
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。今
後
も
新
役
員
の
皆
さ
ん
で

頑
張
っ
て
ほ
し
い｣

と
挨
拶
。新

役
員
と
な
っ
た
岡
久
駿（
電
力
総

連
）・
藤
井
一
記
（
電
機
連
合
）・

中
藤
徹
（
全
国
一
般
）
を
加
え
た

全
員
が
挨
拶
し
、議
長
解
任
の
後
、

小
畑
委
員
長
の
力
強
い
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
総
会
を
終
え
た
。

 （3） 2022年1月5日 連 合 徳 島 ニ ュ ー ス 毎月５日はれんごうの日


